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▲1997年に始まった
　朗読講座

▲早稲田小劇場ドラマ館での公演
　（2018年）

▲FMららでの朗読放送

　可児市、美濃加茂市、御嵩町を放送エリアとするコミュニティ
FM放送局「FMらら」の中で、みのかも「声のドラマ」の会は定
期的な朗読番組を持ち、会員が交代で担当しています。
　市内各地に伝わる伝説や、美濃加茂生まれの津

つ
田
だ
左
そ
右
う
吉
きち
の子ども

のころの思い出を綴
つづ
った話など、放送内容はさまざまです。いずれ

もこの地域の文化を朗読で表現しているもので、音声によるアーカ
イブ化という意味でも社会的意義のある活動と言えます。
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